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平成１９年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結）平成１８年７月３１日

上 場 会 社 名       昭 和 産 業 株 式 会 社            上場取引所 東証、大証第一部

コ ー ド 番 号       ２００４ 本社所在都道府県 東京都

（ＵＲＬ　 http://www.showa-sangyo.co.jp/）
代 表 者       役職名 代表取締役社長 福井　茂雄

問合せ先責任者 役職名 執行役員総務人事部長 佐久間　潤 　ＴＥＬ：（０３）３２５７―２０１１

１． 四半期財務情報の作成等に係る事項

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有
      　税金費用の計算については、一部簡便的な方法を採用しています。
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有

　　　　昭産商事㈱(連結子会社)の有形固定資産のうち、賃貸用リ－ス資産については、減価償却方
法を従来の｢定率法｣から｢定額法｣へ変更しています。

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有

　　　　(内容)　連結　(新規)　3社　(昭産運輸㈱、㈱スウィングベ－カリ－、㈱オ－バン)

２．平成１９年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成１８年４月１日～平成１８年６月３０日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況 （注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。

売 上 高     営 業 利 益     経 常 利 益     

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

１９年 3 月期第１四半期 ４３，８６９ △３．９ １，２２８ △３５．６ １，２０７ △３５．１
１８年 3 月期第１四半期 ４５，６２５ △３．６ １，９０５ １８．１ １，８５９ １９．１
(参考)1８年 3月期 １７５，３７２ ５，８１６ ５，３８１

四半期（当期）
純 利 益      

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期
（当期）純利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭
１９年 3 月期第１四半期 ５７９ △４３．３ ３．２１ －
1８年 3 月期第１四半期 １，０２０ １５．０ ５．６５ －
(参考)１８年 3月期 ３，２０４ １７．７４ －
（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しています。

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］

当第１四半期における我が国経済は、米国の景気減速や原油価格高騰の長期化など懸念材料があ

るものの、企業の設備投資や個人消費などが堅調に推移し、景気は堅実なペースで拡大を続けてま

いりました。しかしながら食品業界におきましては、原油価格の高騰や円安により製造コストが増

加し、消費者からは安心・安全な製品の提供に関してこれまで以上の信頼性が求められるなど、経

営環境は依然として厳しいものとなりました。

このような状況の中で、当グループは、本年４月より新中期計画「SHOWA-ism計画 06-08」が

スタートし、引き続き経営方針である「収益性の向上」、「安心・安全・透明性の向上」、「社員の質

的向上」を実現するべく、「改革の実現」、「経営基盤の強化」、「グループ経営の強化・向上」、「Ｃ

ＳＲの推進」の４つの基本姿勢に基づいた経営を進めてまいりました。
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これらの結果、平成１９年３月期第１四半期の経営成績は、売上高は４３８億６９百万円と前年同

期に比べ１７億５６百万円（３．９％）の減収となり、経常利益は１２億７百万円と前年同期に比べ

６億５１百万円（３５．１%）の減益となり、四半期純利益は５億７９百万円と前年同期に比べ４億４１百万

円（４３．３％）の減益となりました。

食品事業では、収益性を重視した販売活動を展開した結果、販売数量が前年同期を下回り、売上

高は３２１億７百万円と前年同期に比べ１２億１９百万円（３．７％）の減収となりました。営業利益は、

原油価格の高騰等による製造コスト増加に対し、製品への価格転嫁が進まなかったことや、新規事

業の投資コスト負担等により５億４０百万円と前年同期に比べ６億８７百万円（５６．０％）の減益とな

りました。

飼料事業では、配合飼料においては販売価格の上昇により増収となったものの、鶏卵の販売価格

が低迷したことから、売上高は１０１億３８百万円と前年同期比で６億８百万円（５．７％）の減収とな

りました。営業利益は、販売コストの削減等により、１億６６百万円と前年同期比で３９百万円

（３１．１％）の増益となりました。

倉庫事業では、穀物倉庫・冷凍倉庫共に荷役量が前年同期を上回り、売上高は９億４６百万円と前

年同期比で７２百万円（８．３％）の増収となりました。営業利益は、穀物倉庫における付帯収入の

減少等の影響もあり４億４７百万円と前年同期に比べ７８百万円（１４．９％）の減益となりました。

その他事業では、安定的な賃貸ビル等の賃料収入の確保に努めた結果、売上高は６億７６百万円と

ほぼ前期並みとなりました。営業利益は、不動産部門の管理コストの削減、リース部門で賃貸用リ

ース資産の減価償却方法変更に伴う費用減少等により、４億２５百万円と前年同期に比べ７０百万円

（１９．７％）の増益となりました。

これらの結果、当第１四半期の経営成績は、平成１８年５月１０日発表の当期の中間連結業績予

想に対し、以下の通りとなりました。

○ 売上高 ４３８億６９百万円（当中間連結業績予想に対する進捗率４９．０％）

○ 経常利益 　１２億　７百万円（同進捗率４３．１％）

○ 四半期純利益 　　５億７９百万円（同進捗率４１．４％）

（２）財政状態（連結）の変動状況 （注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しています。

総 資 産     純 資 産     自己資本比率     
１株当たり     
純 資 産     

百万円 百万円 ％ 円　銭

1９年 3 月期第１四半期 １４２，６４０ ５２，２０５ ３５．８ ２８２．６７
1８年 3 月期第１四半期 １３６，１７０ ４６，５０７ ３４．２ ２５７．６１
(参考)1８年 3月期 １４１，８９２ ５１，４４２ ３６．３ ２８５．０３
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【連結キャッシュ・フローの状況】 （注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しています。

営業活動による        
キャッシュ･フロー     

投資活動による        
キャッシュ･フロー     

財務活動による        
キャッシュ･フロー     

現金及び現金同等物        
期 末 残 高      

百万円 百万円 百万円 百万円

1９年 3 月期第１四半期 ９５６ △ ３，９１１ ７１９ ２，４２０
1８年 3 月期第１四半期 △ ５８ △ １，１９５ △ １８９ ２，１６７
(参考)1８年 3月期 ８，９５９ △ ５，０８７ △ ３，２６９ ４，２１３

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

総資産は、１，４２６億４０百万円と前連結会計年度末と比較して７億４７百万円増加しております。

主な増加要因は、売掛債権で１０億５９百万円の増加、たな卸資産で６億３５百万円の増加、投資有

価証券で５億５９百万円の増加であります。主な減少要因は、現預金で１７億９２百万円の減少であり

ます。負債は９０４億３５百万円と前連結会計年度末と比較して９億６０百万円増加しております。主な

要因は、有利子負債で２２億３５百万円の増加、賞与引当金で６億１８百万円の減少、買掛債務３億３２

百万円の減少であります。

純資産では、主に利益剰余金が四半期純利益による５億７９百万円の増加等、期末配当金の支払

による１０億８２百万円の減少等により２億３０百万円減少しております。

（連結キャッシュ・フロー）

当第１四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益１１億５３百万

円、減価償却費１３億９４百万円等による資金の増加があり、法人税等５億９２百万円を支払った結果、

合計では９億５６百万円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローについては、主に投資有価証券及び有形固定資産の取得に

３７億９７百万円の資金を使用した結果、合計では３９億１１百万円の支出となりました。

以上に加え、配当金の支払額１０億８２百万円等をコマーシャルペーパーによる資金調達及び現預

金の取り崩しで賄った結果、当第１四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ

１７億９２百万円減少し、２４億２０百万円となりました。

３．平成１９年３月期の業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

（１）連結業績予想 （注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しています。

売 上 高     経 常 利 益     当期純利益

百万円 百万円 百万円

中 間 期     ８９，５００ ２，８００ １，４００
通 期     １８０，０００ ５，３００ ２，６００
（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期） 14円 41銭

（２）個別業績予想 （注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しています。

売 上 高     経 常 利 益     当期純利益

百万円 百万円 百万円

中 間 期     ５８，５００ ２，５００ １，４００
通 期     １１７，０００ ４，５００ ２，４００
（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期） 13円 30銭
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［業績予想に関する定性的情報等］

第２四半期以降も為替や穀物の相場動向など、当グループを取り巻く経営環境は不透明な状況が

続くものと予想されますが、平成１８年５月１０日の決算発表時に公表した平成１９年３月期（平

成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）の業績予想の変更はありません。

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

以　上



『資産の部』 （百万円未満切捨て）

当第1四半期 前連結会計年度 前第1四半期

科    目 (平成18年6月30日) (平成18年3月31日） 増  減 (平成17年6月30日)

資   産   の   部 142,640 141,892 747 136,170

流  動  資  産 44,999 45,371 △ 372 45,554

現 金 及 び 預 金 2,495 4,288 △ 1,792 2,245

受取手形及び売掛金 25,388 24,329 1,059 25,224

た な 卸 資 産 15,645 15,010 635 16,382

そ の 他 1,854 2,094 △ 239 2,057

貸 倒 引 当 金 △ 385 △ 350 △ 34 △ 355

固  定  資  産 97,641 96,521 1,119 90,615

有 形 固 定 資 産 76,454 76,014 440 74,050

建 物 及 び 構 築 物 35,543 34,406 1,136 35,012

機械装置及び運搬具 19,183 17,874 1,309 16,904

土 地 19,788 19,553 234 19,837

建 設 仮 勘 定 655 3,018 △ 2,362 1,071

そ の 他 1,283 1,161 121 1,224

無 形 固 定 資 産 457 450 7 395

投資 その他の資産 20,729 20,056 672 16,169

投 資 有 価 証 券 18,192 17,633 559 13,217

そ の 他 3,528 3,725 △ 197 4,379

貸 倒 引 当 金 △ 992 △ 1,302 310 △ 1,428

資   産   合   計 142,640 141,892 747 136,170

１－（１）四半期連結（要約）貸借対照表
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『負債・純資産の部』 （百万円未満切捨て）

当第1四半期 前連結会計年度 前第1四半期

科    目 (平成18年6月30日) (平成18年3月31日） 増  減 (平成17年6月30日)

負   債   の   部 90,435 89,474 960 88,336

流  動  負  債 58,957 57,610 1,346 59,187

支払手形及び買掛金 17,700 18,032 △ 332 16,011

短 期 借 入 金 22,277 24,527 △ 2,249 28,370

ｺ ﾏ - ｼ ｬ ﾙ ﾍ ﾟ - ﾊ ﾟ - 11,000 6,500 4,500 7,000

そ の 他 7,980 8,551 △ 571 7,805

固  定  負  債 31,477 31,863 △ 386 29,149

長 期 借 入 金 17,583 17,597 △ 14 16,317

退 職 給 付 引 当 金 2,601 2,736 △ 135 2,938

役員退職慰労引当金 422 623 △ 201 656

そ の 他 10,871 10,905 △ 34 9,236

少 数 株 主 持 分 － 975 － 1,325

資 　本 　の 　部 － 51,442 － 46,507

資    本    金 － 12,778 － 12,778

資　本　剰　余　金 － 9,007 － 9,007

利　益　剰　余　金 － 23,757 － 21,572

その他有価証券評価差額金 － 5,947 － 3,179

自  己  株  式 － △ 47 － △ 29
負債､少数株主持分
及 び 資 本 合 計 － 141,892 － 136,170

純　資　産　の　部 52,205 － － －

株　主　資　本 45,260 － － －

資    本    金 12,778 － － －

資　本　剰　余　金 9,007 － － －

利　益　剰　余　金 23,526 － － －

自  己  株  式 △ 50 － － －

評価・換算差額等 5,752 － － －

その他有価証券評価差額金 5,733 － － －

繰延ヘッジ損益 18 － － －

少 数 株 主 持 分 1,192 － － －

負債　及び　純資産合計 142,640 － － －

１－(１)四半期連結（要約）貸借対照表（続き）
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当第1四半期 前第1四半期 (参考)前連結会計年度

科      目 （平成18年4月1日～ （平成17年4月1日～ 増  減 （平成17年4月1日～

平成18年6月30日） 平成17年6月30日） 平成18年3月31日）

売 上 高 43,869 45,625 △ 1,756 175,372

売 上 原 価 35,324 36,444 △ 1,119 141,070

売   上   総   利   益 8,544 9,181 △ 637 34,301

販売費及び一般管理費 7,316 7,275 40 28,484

営     業     利     益 1,228 1,905 △ 677 5,816

営 業 外 収 益 353 273 80 1,117

受 取 利 息及び配当金 146 140 5 272

持分法による投資利益 35 23 12 111

そ の 他 171 109 62 732

営 業 外 費 用 374 320 54 1,553

支 払 利 息 104 97 7 399

退 職 給 付 費 用 176 176 － 705

そ の 他 93 46 46 448

経     常     利     益 1,207 1,859 △ 651 5,381

特  別  利  益 0 20 △ 20 1,374

固 定 資 産 売 却 益 0 0 0 1,145

投 資 有 価証券売却益 0 20 △ 20 228

特  別  損  失 54 184 △ 130 1,913

固 定 資 産 廃 棄 損 53 100 △ 46 704

固 定 資 産 売 却 損 0 84 △ 83 88

減 損 損 失 － － － 354

子 会 社 整 理 損 － － － 92

子 会 社 整 理 引 当 損 － － － 665

そ の 他 － － － 7

税金等調整前四半期（当期）純利益 1,153 1,695 △ 541 4,842

法人税、住民税及び事業税 516 660 △ 144 1,619

少 数 株 主 利 益 58 13 44 17

  四半期（当期）純利益 579 1,020 △ 441 3,204

（注）第１四半期における税金費用については、簡便法により計算しているため、｢法人税等調整額｣は

　   「法人税、住民税及び事業税｣に含めて表示しております。

１－(２)四半期連結（要約）損益計算書

  （百万円未満切捨て）
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 １－（３）四半期連結（要約）キャッシュ・フロー計算書

（百万円未満切捨て）

当第１四半期 前第１四半期 (参考）前連結会計年度
項　　　　　　目

自 平成18年4月 1日 自 平成17年4月 1日 自 平成17年4月 1日
至 平成18年6月30日 至 平成17年6月30日 至 平成18年3月31日

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー

 １． 税金等調整前四半期（当期）純利益 1,153 1,695 4,842

 ２． 減価償却費 1,394 1,325 5,636

 ３． 売掛債権の増減額 △ 868 42 937

 ４． たな卸資産の増減額 △ 564 △ 1,072 300

 ５． 仕入債務の増減額 807 3 219

             小計 1,923 1,994 11,936

 ６． 利息及び配当金の受取額 148 169 308

 ７． 利息の支払額 △ 91 △ 81 △ 423

 ８． 法人税等の支払額 △ 592 △ 1,523 △ 2,582

 ９． その他 △ 431 △ 616 △ 278

営業活動によるキャッシュ・フロー 956 △ 58 8,959

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー

 １． 定期預金払出による収入 － － 3

 ２． 投資有価証券の取得による支出 △ 1,083 △ 5 △ 34

 ３． 投資有価証券の売却による収入 5 42 546

 ４． 有形固定資産の取得による支出 △ 2,714 △ 1,201 △ 6,187

 ５． 有形固定資産の売却による収入（撤去費含む） 2 12 1,178

 ６． 有形固定資産の廃棄による支出（撤去費含む） △ 24 △ 61 △ 268

 ７． その他の投融資の増減額 △ 96 17 △ 325

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 3,911 △ 1,195 △ 5,087

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー

 １． 借入金（コマーシャルペーパーを含む）の増減額 1,812 1,087 △ 1,975

 ２． 配当金の支払額 △ 1,082 △ 1,263 △ 1,263

 ３． 少数株主への配当金の支払額 △ 6 △ 9 △ 9

 ４． 自己株式の取得による支出 △ 3 △ 2 △ 20

財務活動によるキャッシュ・フロー 719 △ 189 △ 3,269

Ⅳ．現金及び現金同等物の増減額 △ 2,235 △ 1,443 602

Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高 4,213 3,610 3,610

Ⅵ．新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 443 － －

Ⅶ．現金及び現金同等物の期末残高 2,420 2,167 4,213
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１．事業の種類別セグメント情報

当第１四半期 (百万円未満切捨て)
平成18年4月1日～平成18年6月30日 食品 飼料 倉庫 その他 計 消去又は全社 連結

Ⅰ 売上高及び営業損益

   売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 32,107 10,138 946 676 43,869 － 43,869

 (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 438 1 321 348 1,109 (1,109) －

計 32,546 10,140 1,268 1,024 44,978 (1,109) 43,869

   営業費用 32,006 9,973 820 598 43,399 (758) 42,640

   営業利益 540 166 447 425 1,578 (350) 1,228

前第１四半期 (百万円未満切捨て)

平成17年4月1日～平成17年6月30日 食品 飼料 倉庫 その他 計 消去又は全社 連結

Ⅰ 売上高及び営業損益

   売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 33,327 10,747 874 677 45,625 － 45,625

 (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 487 159 386 129 1,162 (1,162) －

計 33,814 10,907 1,260 806 46,788 (1,162) 45,625

   営業費用 32,586 10,780 735 451 44,553 (833) 43,720

   営業利益 1,227 126 525 355 2,235 (329) 1,905

前連結会計年度 (百万円未満切捨て)

平成17年4月1日～平成18年3月31日 食品 飼料 倉庫 その他 計 消去又は全社 連結

Ⅰ 売上高及び営業損益

   売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 126,702 42,237 3,623 2,808 175,372 － 175,372

 (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 1,870 187 1,372 438 3,868 (3,868) －

計 128,572 42,424 4,995 3,247 179,240 (3,868) 175,372

   営業費用 125,249 41,875 3,096 1,798 172,020 (2,465) 169,555

   営業利益 3,322 549 1,899 1,448 7,219 (1,403) 5,816

（注） １．事業区分は売上集計区分によっています。

２．各事業の主な製品

  (1)食品 …小麦粉、ミックス、パスタ、植物油、脱脂大豆、コーンスターチ、ぶどう糖、冷凍食品等

  (2)飼料 …配合飼料、単味飼料、鶏卵他畜産物等

  (3)倉庫 …倉庫業(荷役・保管等)

  (4)その他 …事業用・商業用ビル等賃貸、保険代理業、自動車等リース業等

２．所在地別セグメント情報

    本国以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、記載を省略しています。

３．海外売上高

    海外売上高が連結売上高の１０％未満のため記載を省略しています。

２．セグメント情報
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